
 

 

  

 

 
 

 

 

簡単な日常会話を通して、イタリア語理解に必要な文法を学ぶ初級者向けの教材です。 

日常生活で使える便利な表現を使い、会話にも慣れていきましょう。 

L'ho usato in salotto. 

～前置詞と直説法近過去～ 

～ 
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【～L'ho usato in salotto.～】 
 
 
 

★1  

                                                                                                                

                                             

      Il tuo amico (l'insegnante)        Tu (lo studente)                                                                           

                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講師の指示に従い、下記会話を読んでみましょう。 

Hai guardato sul tavolo dietro il vaso? 
花瓶の後ろのテーブルの上は見た？ 

Sai dov'è il mio cellulare? 

私の携帯、どこにあるか知ってる？ 

Non lo vedo. Non è nella tua borsa? 
見てないわ。かばんの中じゃないかしら？ 

No, non c'è. 
ないわ。 

No. L'ho usato a casa stamattina. 
ないのよ。今朝、家で使ったのだけど。 

Sotto il divano? 
ソファの下は？ 

Dove l'hai usato? 
どこで使ったの？ 

Forse... L'ho usato in salotto. Ho chiamato mia madre. 
たぶん、リビングルームで。お母さんに電話したのよ。 

L'ho trovato! Grazie! 
あったわ！ありがとう！ Non c'è di che. 

どういたしまして。 
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【Esercitazione pratica A】 

講師が「～はどこにありますか？」と質問しますので、前置詞を使って物の場所を答えてみましょう。 
 

★2 
 

                                             

 

 

 

                        

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Esercitazione pratica B】 

★3   講師が週末や昨日のことを尋ねますので、過去形を使って、何をしたか講師に話してみましょう。 
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   Espressione del giorno（今日のキーフレーズ） 

          L'ho usato in salotto. 

☞ Punti importanti（ポイント） 

① イタリア語で特にしっかり覚える必要のある直説法の過去形は 3 つ。 

直説法近過去・半過去・大過去です。（接続法、直説法遠過去・前過去は追って学習） 

近過去は過去の一点、半過去は過去の状態・未完了の過去・習慣、大過去は話している

過去時点よりも過去のもの、を表します。 

ここでは、直説法近過去を詳しく学習します。過去形の最も基本的なものです。 

 

直説法近過去の基本形① 

【avere の現在形＋過去分詞】で表します。 

過去分詞の性・数は、直接目的語代名詞の性・数に一致します。 

（動詞の前に直接目的語代名詞がない場合は、基本形になります。） 

io ho ＋ 過去分詞 noi  abbiamo ＋ 過去分詞 

tu hai ＋ 過去分詞 voi  avete ＋ 過去分詞 

lui/lei/Lei ha ＋ 過去分詞 loro  hanno ＋ 過去分詞 

 

 

直説法近過去の基本形➁ 

一部の動詞は【essere の現在形＋過去分詞】で表します。 

過去分詞の性・数は、主語の性・数に一致します。 

io sono ＋ 過去分詞 noi  siamo ＋ 過去分詞 

tu sei ＋ 過去分詞 voi  siete ＋ 過去分詞 

lui/lei/Lei è ＋ 過去分詞 loro  sono ＋ 過去分詞 

essere を取る主な動詞: 

全ての再帰動詞、essere、venire、piacere、uscire、arrivare など 

 

 

過去分詞の作り方 

過去分詞の活用の基本は下記ですが、不規則形は覚えるしかありません。 

基本 -are → -ato -ere → -uto -ire → -ito 

例 Studiare →studiato potere → potuto capire → capito 

不規則形の一例 

fare → fatto  dire → detto     leggere → letto  prendere → preso  

essere → stato   venire → venuto   など 

 

過去分詞の基本の語尾は【-o】ですが一致させる性・数により語尾が変化します。 

一致させる性・数 基本 男性単数 女性単数 男性複数 女性複数 

活用語尾 -o -o -a -o -e 
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② よく使われる前置詞をまとめます。 

a  (～に、～で、～(人)に、英:at, to ) 

di (～の、英:of ) 

da (～から、～のところに(で)、～によって、英:from, by, since ) 

con (～と、～を使って、～と一緒に、英:with ) 

su (～の上に、英:on ) 

per (～のために、～方へ、英:for ) 

in (～の中に(で)、～で、英:in ) 

senza (～なしで(の)、英:without ) 

sotto (～の下に、英:under ) 

fra/tra (～の間に、～後に、英:among, between, after ) 

 

③ 前置詞と定冠詞は、下記のような結合形とります。 

 

 il la lo l’ i le gli 

a al alla allo all’ ai alle agli 

di del della dello dell’ dei delle degli 

da dal dalla dallo dall’ dai dalle dagli 

in nel nella nello nell’ nei nelle negli 

su sul sulla sullo sull’ sui sulle sugli 

con col/con il colla collo coll’/con l’ coi/con i colle cogli 

 

 

② 【di＋定冠詞】は、下記のような意味を持ちます。 

●「～の」（英語の of） 

●「いくらかの」（漠然とした量を表す） 

    del/della/dello/dell’＋数えられない名詞(単数形) 

●「いくらかの」（漠然とした数を表す） 

    dei/delle/degli ＋数えられる名詞(複数形) 


